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AAII 時時代代にに必必要要なな力力ととはは  
石川 路子 

 

ご入学おめでとうございます。この4月から始まる新たなステージ。皆

さんの中には不安な気持ちを抱えている方もいるかもしれません。ただ、

新たなスタートは、皆さんの可能性を大いに引き出すチャンスです。ぜ

ひ何事にも怖がらずに挑戦してみていただければと思います。 

近年、私たちの社会は過去に例を見ないくらいのスピードで変化し続

けています。その中でも AI（Artificial Intelligence）は人間の 10 万

倍の早さで発達していると言われています。AI とは人工知能を指し、こ

の技術がさまざまな分野で応用されていく時代のことを AI 時代と呼びま

す。皆さんが生き抜くこの AI 時代にはどんな資質が求められるのでしょ

うか。 

インターネットで「AI 時代に必要な力」と検索すると「チャレンジ精

神」「主体性」、「発想力・創造性」、「対人関係能力」、「課題解決

能力」などが出てきます。これからの時代は、人間は AI が難しいタスク

を担うという点でも人間が優位性を持つ（と考えられている）これらの

資質が重要であるとされていますが、私は改めて皆さんに「自分の頭で

判断できる力」を身につけることをオススメしたいと思います。 

これから皆さんは、課外活動の選択や就職活動時など、多くの場面で

自分自身の意志が問われる場面に直面します。もし自身の将来の選択に

迷い AI にアドバイスを受けることができたとしても、最後は自分にとっ

てより良い選択肢は何かについて自身で判断できなければ、後に後悔や

不満が残ってしまうかもしれません。AI に自分を支配されてしまわない

ようにするためにも、自身の判断力を信じる強さが求められるのです。 

アメリカで著名な起業家イーロン・マスク氏が「たぶん、いずれ人類

は絶滅する。おそらくはテクノロジーの進化のせいで」と述べているよ

うに、多くの専門家や研究者が「AI による人類滅亡」の危機に警鐘を鳴

らしています。AI は私たちの生活を便利にする一方、私たちが自身の頭

で考えることを辞めてしまえば、もしかしたら AI に支配される時代もそ

う遠くないのかもしれません。 

自分の判断力を高めるためには、単に知識を詰め込むだけではなく、

それを実社会でどう活かすのかを考えるなど、応用力を養うことが重要

になります。応用力は新たなことにチャレンジしてみることで身につけ

ることができます。これから始まる大学生活は、皆さんにとって判断力

を養うチャンスを大いに与えてくれます。ぜひみなさんがこれから楽し

く充実した大学生活を過ごされ、これからの社会に貢献できる人材とな

りそれぞれの夢を実現することを願っています。 
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敵敵対対的的企企業業買買収収ににつついいてて    

  小佐野 広 

 

最近の日本の新聞やテレビの経済関係のニュースをみていると、時おり、敵対的企業買収

（ある企業の経営権をその企業の経営陣の了解なく買い取ってしまう事、もっとひらたく

言えば、ある企業を乗っ取って既存の経営陣を交代刷新すること）という言葉を目にします。

しかも、敵対的企業買収が成功したというニュースも目にします。実は、これは数年前以前

の日本企業では、考えられなかったことなのです。 

欧米では、敵対的企業買収というのはその頻度に浮き みはありますが、必ずしもまれな

ことではありません。企業の株価がその企業の本来の価値よりもかなり低い時には、よく起

こることです。とくに、買収される側の企業が本来の価値を達成して株価が高くなることは

経済にとっていいことなので、敵対的企業買収は経済の効率性を達成するための重要な手

段と考えられます。 

これに対して、戦後の日本では、メインバンク制・株式持ち合いのような日本的な金融シ

ステムと終身雇用制・企業別労働組合のような日本的な労働システムが補完しあって和を

もって貴しとする企業文化が支配し、敵対的企業買収という現象は皆無といっていい状態

でした（ただし、1995 年にドイツ製薬大手ベーリンガーインゲルハイムがエスエス製薬に

敵対的企業買収を仕掛けて成功した例はあります）。しかし、1990 年のバブル崩壊後、不良

債権の増加とともに日本的なシステムが変容していくに伴い、とくに 2006 年になって製紙

業界トップの王子製紙が当時業界 6 位だった北越製紙に対して敵対的企業買収

を仕掛けました。もっとも、この王子製紙の試みは結局失敗しました。その後、

敵対的企業買収を仕掛ける企業はありませんでした。ところが、2019 年にな

って、伊藤忠商事 vs デサント、エイチ・アイ・エス vs ユニゾホールディング

ス、コクヨ vs ぺんてる（最初に名前のある企業が敵対手企業買収を仕掛けて

いる企業）等といった有名企業が敵対的企業買収を仕掛ける例が相次ぎました。

とくに、伊藤忠商事の場合は敵対的企業買収に成功したという点で、これまで

の日本のコーポレート・ガバナンスとは明らかに違った状況が生まれているよ

うです。 

経経済済学学部部にに入入学学ししたた皆皆ささんんへへ  

                                   鎰谷宏一 

 

 

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。これからどのような大学生活が待ち受け

ているのか、期待に胸を膨らませていることだと思います。 

 

さて、経済学部に入学した皆さんは、大学生活においてどんなことを学ぼうとしています

か？もしかすると、大学では経済学の△△を勉強して、卒業したら〇〇という仕事に就き

たいというキャリア・デザインをすでに持っている方もいるかもしれません。それはそれ

でとても良いことだと思いますし、目標に向かって励んでほしいと思います。ただ、これ

から何を学ぶかについては、もう少し気を楽にしても良いかもしれません。 

 

そもそも、皆さんは、経済学がどのような学問なのか、経済学にはどのような分野がある

のか、ということをよく分かっていませんよね。他の学問についても同様だと思います。

また、世の中にはどのような仕事があって、そこでどんなことが求められるのかというこ

とも詳しくは知りませんよね。さらに、誰にも分からないことですが、これから社会がど

のように変化し、どんな仕事が無くなったり生まれたりするのかというようなことも分か

りませんよね。そのような状況においては、「面白そうだから」、もしくは「何だか気に

なるから」といった理由で何かを積極的に学んでみようとすることも大切ではないかと思

います。もちろん、学問以外においても自分のアンテナに引っかかるものごとを積極的に

やってみることも大切だと思います。 

 

大学の４年間という時間は、自由が利く時間です。このような時間は社会に出てからはま

ず手にすることはできません。ただ、大学の 4 年間は長いようで、あっという間に過ぎて

しまいます。皆さんには、この貴重な時間を使って、様々なことに挑戦してほしいと思い

ます。そして、卒業するときに、その時の自分と入学したての現在の自分を比べてみてく

ださい。どんな風に変化しているでしょうか？もしかすると、卒業する時には、現在想像

できる自分ではない自分になっているかもしれません。 

 

皆さんが充実した大学生活を過ごされることを願っています。 
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